
画像ﾃﾞｰﾀの持ち帰り

ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾌﾄ
受信ｿﾌﾄの使用例

日本医療ソフト株式会社
医療情報システムの未来を創造しています

◆

撮影装置で入力された健診者情報を外部ﾓﾆﾀへ表示します。

撮影装置から画像ﾃﾞｰﾀを受信し、自動的にUSBﾒﾓﾘへ保存します。

ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、受信用PC胃部

後方の待合室

胸部

LAN

ﾊﾌﾞ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｹｰﾌﾞﾙ

ハードウェア

①ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ Windows8、7、ＸＰ
②USBﾒﾓﾘ
③LANｹｰﾌﾞﾙ ｶﾃｺﾞﾘｰ5e以上
④ﾊﾌﾞ 1000Mbps対応
⑤ﾓﾆﾀ×3
⑥ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｹｰﾌﾞﾙ
⑦USB→ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ増設ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

撮影室

ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、受信用PC で使用するソフト

①ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｿﾌﾄ （製品名：ﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ） × 2つ
撮影装置の情報を読み取り、ﾓﾆﾀに情報を表示します。

②受信ｿﾌﾄ （製品名：DICOMｷｬｯﾁｬｰ）
撮影装置からｵﾝﾗｲﾝで画像ﾃﾞｰﾀを受信します。


